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 新型コロナウィルス再拡大 

 

境内に咲くタイタンビカス 

◆住職閑話 

新型コロナウイルス（COVID-19）は、緊急事態宣⾔が解除され

⼀時停滞したものの、７⽉に⼊り再拡⼤しました。皆さんも困惑し、

しんどさを感じて⽇々お過ごしのことと思います。私も、感染拡⼤の

影響から、帰ることを躊 躇
ちゅうちょ

しております。３⽉１⽇より正定寺に帰る

こともできず、皆様にご迷惑をおかけしております。この点深くお詫

び申しあげますとともに、不在中、正定寺にお⼼をお寄せいただ

き、またお⽀えいただいているすべての皆様に、深く感謝申しあ

げます。 

正定寺では、５⽉以降、法要や⾏事も内勤
うちづと

めもしくは中⽌にし

てきましたが、６⽉から３密に気を配りつつ、徐々に法座も再開

してきました。皆様も引き続きご注意をいただきますようお願い

申しあげます。 

私たちのちかい 
一、 
自分だけを大事
にすることなく 
  
人と喜びや悲し
みを分かち合い
ます 
 
慈悲に満ち満ち
た仏さまのよう
に 
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～１人でも多くの
方とご縁を～
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３つの感染 

ある識者の話で、この新型コロナウイルスには３つの感染があると

の指摘がありました。 

１．ウイルスへの感染そのもの 

２．未知なるが故にウイルスに対する恐怖の感染 

３．護⾝のために他者に対する攻撃の感染 

 

１は、「３密」を避けるなど地⽅⾃治体などからのガイドラインや

「新たな⽣活様式」を遵守することで回避することはできるでしょ

う。問題は２つ⽬と３つ⽬。これを避けるのは余程困難であり、逆に

かかりやすいという指摘です。 

思い起こせば、新型コロナウイルス発⽣当初、「中国⼈は⽇本へ来

るな」と中国に向けられた⽭先は、⽇本国内へと向けられました。感

染リスクの⾼い医療従事者に向けられたり、県外ナンバーの⾞に傷を

つけたり、「⾃粛警察」も話題になりました。実例として東京の「練

⾺」ナンバーの⾞で地⽅に転勤した友⼈は、法事や買い物で駐⾞する

たびに警察に通報されたと苦い経験を語ってくれました。 

「東京差別」との⾔葉もニュースになりました。東京在住だけで、

嫌がられ、帰省をあきらめる⼈が続出しています。私も少なからず、

揶揄
や ゆ

されました。仕⽅のないこととわかっていても悲しいものです。

⽴場が変わればそのように思ってしまう⾃分も否定はできないからで

す。このような姿を親鸞聖⼈は「煩悩具⾜
ぼんのうぐそく

の凡夫
ぼ ん ぷ

」と⽰されました。

「私たち⼈間の根本に潜む⾃⼰中⼼性」をみな抱いているからです。 

 

新しい⽇常 
新型コロナウイルス感染症により、これまでの⽇常は変わりつつあ

ります。これまで「当たり前」と思っていた⽇常がいかにありがたか

ったか。ありがとうの反対は「当たり前」です。ありがとうは「有る

こと難しい」が語源で、お釈迦様が語られた⾔葉です。「当たり前」

と思っていた⽇常を、仏智に照らされ、少しでもありがとうと感謝の

気持ちをもって暮らす⼈⽣。またこのような時だからこそ、他者を攻

撃することなく、ともに⼿を携えて⽣きる⼈⽣が歩みたいものです。  

浄土真宗 
 

■本山 
龍谷山本願寺 

（京都・西本願寺） 
 
 

■本尊 
阿弥陀如来 

（南無阿弥陀仏） 
 
 

■教義 
阿弥陀如来の本願力
によって信心をめぐ
まれ、念仏を申す人
生を歩み、この世の
縁が尽きるとき浄土
に生まれて仏とな
り、迷いの世に還っ
て人々を教化する。 

 
 

■生活 
親鸞聖人の教えにみ
ちびかれて、阿弥陀
如来のみ心を聞き、
念仏を称えつつ、つ
ねにわが身をふりか
えり、慚愧

ざん ぎ

と歓喜の
うちに、現世祈祷な
どにたよることな
く、御恩報謝の生活
を送る。 
 
 

■宗門 
この宗門は、親鸞聖
人の教えを仰ぎ、念
仏を申す人々の集う
同朋教団であり、
人々に阿弥陀 如来の
智慧と慈悲を伝える
教団である。 
 
それによって、自他
ともに心豊かにいき
ることので きる社会
の実現に貢献する。 
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主な法要⾏事の報告 

◆４⽉ 

１９⽇（⽔）宇陀北組仏教婦⼈会総会＜中⽌＞ 

２９⽇（⽔）花まつり＜内勤め＞ 
 
◆５⽉ 

１⽇（⾦）⽉初晨朝勤⾏＜内勤め＞ 

１５⽇（⾦）蓮如上⼈御祥⽉法要＜内勤め＞ 

１６⽇（⼟）宗祖⽉忌法要＜内勤め＞ 

１７⽇（⽇）宗祖降誕会＜内勤め＞ 

２３⽇（⼟）⾨徒総代会 
 
◆６⽉ 

１⽇（⽉）⽉初晨朝勤⾏＜再開＞ 

４⽇（⽊）本堂⽡屋根 下り棟状況調べ⼀部補強。 

６⽇（⼟）宇陀北組 組内会＜中⽌＞  

護法会聞法のつどい＜中⽌＞   

１１⽇（⽊）ご法話会＜再開＞ 

１５⽇（⽉）向渕仏教婦⼈会⽉例会＜再開＞ 

１６⽇（⽕）宗祖⽉忌法要＜再開＞ 
 
◆７⽉ 

１⽇（⽔）⽉初晨朝勤⾏ 

４⽇（⼟）第 29 回護法会・仏教婦⼈会合同聞法のつどい  

法話︓⼋⽊ ⾦臺寺住職 髙⽥未明師 

⾨徒総代会 

１６⽇（⽊）宗祖⽉忌法要   

１９⽇（⽇）第３１回⽇曜学校サマースクール 

２３⽇（⽊）剪定作業 
 
◆８⽉ 

１⽇（⼟）⽉初晨朝勤⾏ 

２⽇（⽇）護法会戦没者献華 

 
 

花まつり 

 
 

スズラン 

 
 

合同聞法のつどい 

 
 

山門 

 
 

サマースクール 
半日に変更して開催 

 
 

ノーゼンカヅラ 
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＜宗⾨ポスター＞ 
 
「和顔愛語」とは、穏やかな表情と優しい⾔葉。とても尊いあり
⽅ですが、これを本当の意味で実⾏するのはなかなか難しいこと
です。機嫌が悪いと無愛想になり、イライラすると他者を傷つけ
る⾔葉さえ吐きかねません。調⼦のいいおべんちゃらや⼆枚⾆
も、不実な⼼が顔を出しているだけです。 
 
 しかし、その⼀⽅で、道ばたで困っている⼈を⾒かけた時、打
算とかではなく、優しい⾔葉が掛けられることがあるのも事実で
す。それは、どこから来るのでしょう。私の不実な⼼からは、あ
りえません。打算はもちろんのこと、「してあげた」という思い
がおこり、お礼がないと腹⽴ちに変わることも不実のありようで
す。そんな私たちに、阿弥陀さまのお慈悲が、はたらいてくださ
っているのです。阿弥陀さまの智慧の光に触れた者は、⾝も⼼も
柔軟（にゅうなん）になります。阿弥陀さまのお慈悲に育てら
れ、私の不実な⼼の中に柔軟な⼼が芽⽣え、優しい⾔葉が発せら
れる⾝に育てられたのです。 
 
 くりすあきら君という少年の詩に、 
  ありがとうは、しあわせのあいさつです 

（くりすあきら『ありがとうのてがみ』） 
とありました。「ありがとう」と⾔われたら幸せな気持ちになれ
ますし、「ありがとう」が⾔えるのは、その⼈が幸せだからで
す。「和顔愛語」も、幸せの挨拶です。阿弥陀さまのお慈悲に出
遇った幸せのおすそ分けを伝えてまいりましょう。 

今後の予定 

◎８⽉ 

７⽇（⾦）13:00 

七⽇盆会 

廟所納⾻法要 

 

10 ⽇（⽉）13:30 

ご法話会          

 

14 ⽇（⾦）18:00 

⾼堂会式            

＊夏まつりは中⽌ 

 

15 ⽇（⼟）14:00 

盂蘭盆会 

 

18 ⽇（⽕） 

正定寺会式 20:00     

 

22 ⽇（⼟） 

第 41 回ふるさと⽂化

のつどい＜中⽌＞ 
 
◎９⽉ 

22 ⽇（⽕）10:00 

秋季彼岸会 

⾨徒講物故者追悼法要 
 
●報 恩 講 
11 ⽉７⽇（⼟） 

８⽇（⽇）        
布教︓藤原 慎師  
兵庫県養⽗市正定寺 
 
※各法要⾏事はコロナ
の影響等で中⽌、変更
する場合があります 


